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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 3 3 12 0 0 3 0 4 4 2 1 3 0
10 * 0 4 0 2 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
11 0 2 10 2 6 0 0 3 0 2 2 1 2 0 0
13 * 0 0 0 1 4 4 4 1 2 3 2 6 0 0
15 * 0 0 6 13 1 1 3 4 7 11 0 0 2 0
22 0 0 0 0 3 0 0 0 1 1 2 0 0 1 0
31 * 2 4 7 9 0 2 2 1 4 5 0 1 1 0
38 0 3 3 2 2 2 3 2 3 1 4 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
7 24 20 48 7 10 18 10 23 33 6 10 7 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 2 6 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
3 * 0 0 3 5 0 0 0 4 4 8 5 1 1 0
4 * 0 1 3 4 0 0 1 0 3 3 1 1 1 0
6 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
7 * 0 1 1 7 2 4 1 1 6 7 1 0 0 0
10 * 2 7 1 4 2 2 1 2 2 4 1 0 0 0
14 0 1 5 0 0 0 0 0 0 2 2 2 2 0 1
20 0 0 0 1 2 1 2 0 0 1 1 1 0 0 0
21 * 0 0 4 11 3 4 2 4 5 9 0 0 0 0
35 0 2 5 2 4 1 2 1 1 4 5 1 2 0 0
41 0 0 2 3 6 0 0 1 5 1 6 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 21 20 49 9 14 8 18 28 46 13 6 2 1

Team / Coach: 加賀美 伸彰 -
合　　　計 64
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野見 悠人

岩坪 康太朗 3 15

2
古村 健一 4

村井 大陸
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11 26

中島 海里 3 10
田邉 陸也 11 26

15

宇治田 健郎 4 13
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右田 卓也 10

柳原 功希 0
永塘 哲生 6
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下田 忠至 6 15
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Team / Coach: 平井 亮伍
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刈川 真輔 13 37
山川 和穂
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0 - -

西廣 祐輝 20 31
植原 州哉 15 16

-
0 - -
0 - -

0 20

中本 龍 10 22

0 -

下畑 両平 0 18

山脇 公貴 4 21

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

高橋 龍斗 6 35

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

記録

2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2017.09.02
龍谷大学開始時間 15:00

会　　場 東大阪市立総合体育館

２０１７年度関西学生バスケットボールリーグ戦

龍谷大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点 1 勝ち点 0試 合 ＮＯ204

68 64

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦、初日の第4戦は昨年2位の同志社大学と昨年9位の龍谷大学の1戦。両
チームともインサイドのディフェンスが堅く得点の停滞する時間帯もあったが、外角のシュート確率が決め手となり、
終始コンスタントに外角にシュートを決め続けた龍谷大が勝利を収めた。
【第一ピリオド】
第一ピリオドは、互いにハーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。互いに硬さがみられ、両者ファールがか
さむ中、同志社は#3下田、#7古村のインサイドプレイを中心に着実に点を重ねていく。対する龍谷大は、リバウンド
が取れずに同志社のインサイド陣に苦戦を強いられるも、チェンジングディフェンスをうまく利用して流れを呼び戻
す。第一ピリオド23－12で同志社が11点リードで終わる。
【第二ピリオド】
龍谷大#15刈川のバスケットカウントで幕を開ける。互いに外のシュートが入り始め、第一ピリオドに引き続く龍谷大
のゾーンディフェンスに対し同志社は外のシュートを着実に決めて対抗する。対する龍谷大は外角のシュートとドラ
イブでバランスよく得点を重ね、残り4分#2高橋のディフェンスからの速攻により同点に追いつく。これ受けて同志社
はタイムアウトを取りゾーンアタックを修正して引き放しにかかるが、龍谷大3Pシュートや速攻で追いすがり、40－40
の均衡した状態で前半を終了する。
【第三ピリオド】
第一ピリオド同様に両チームハーフコートマンツーマンディフェンスでスタート。龍谷大＃11中本の3Pシュートに
よって均衡が破られる。同志社＃10右田のフリースローで２点を返すも、その後は両者の堅いディフェンスにより得
点は停滞する。中盤、龍谷大はシュートが入り始め連続得点を奪うも、同志社は堅実なインサイドプレイや速攻で
リードを奪い返す。しかし、終盤#15刈川の豪快なブロックショットにより勢いづいた龍谷大は、#11の中本の3Pシュー
トにより逆転に成功し57－56で第三ピリオドは終了する。
【第四ピリオド】
互いの堅いディフェンスにより開始1分間は沈黙が続く第四ピリオドは、同志社#35村井のシュートにより同志社が
逆転しゲームは動き出す。その後両チームとも気迫のこもったディフェンスリバウンドや強烈なブロックショットによりイ
ンサイドでの得点を許さず、得点は長時間停滞する。同志社3点リードで迎えた残り3分、龍谷大は#38植原の3P
シュートにより同点に追いつき、これにより勢いづいた龍谷大は#38の速攻のより逆転に成功する。その後同志社は
リバウンドからのゴール下で追いつくも、龍谷大#31西廣の3Pシュートにより再び逆転する。同志社はその後も果敢
に外のシュートを狙うが決めきれず、龍谷大が逃げ切る形で68－64でゲームは終了した。
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